令和４年度　社会福祉法人丹穂会　事業計画

１　運営方針
新型コロナウイルス感染症流行による活動制限が長引く中、家族・地域社会の連携の在り方が見直されています。自助中心の社会から共生社会への転換、お互いに支え合う地域社会づくりが求められてきています。施設においても利用者が地域社会の一員であることを念頭に置き、地域活動への参加と福祉ニーズの把握を推進し、また働きやすい職場環境整備に努め、地域に信頼され、利用者及びその家族が安心して生活できる福祉サービスの提供を目指します。
　　　また、感染症の流行や大規模自然災害など、今後も多くの危機的状況が想定されます。感染防止対策・防災対策の再確認と、定期的な教育・訓練の実施を徹底し、不測の事態にあってもサービス提供が継続できるよう体制強化に努めます。

1 障害者支援施設「緑ヶ丘学園」
・利用者個々の障害の程度に応じ、その能力を最大限引出せるよう、個別支援計画
に基づいた適切な支援を実践する。
・利用者の高齢化に伴う心身機能の低下を防止するとともに、疾病予防や早期発見、
心身機能に応じた適切な介護支援を提供する。
・利用者ひとりひとりが社会の一員として生活しているということを念頭に置き、
地域社会との連携を図り、社会参加の機会を持てるよう努めていく。
2 特別養護老人ホーム「福寿荘」
・利用者の心身機能に応じ、安心・安全な介護サービスの提供に努める。
・少子高齢化や社会的環境が多様化する中、高齢者介護のセーフティーネットとし
ての機能を果たしていく。
・高齢者単身世帯の増加、生活困窮世帯など、要介護高齢者を取り巻く課題に目を
向け、関係相談機関と連携を図りながら、地域における高齢者見守り機能を構築
していく。
２　人材確保

　　・現任職員の定着及びキャリアアップを目指す。
・給与体系、勤務体系、採用時研修、資格取得のための支援など人材育成に資する
制度の整備及び見える化を図る。
・多様な働き方により子育て世代や高齢者の働き手を確保する。

・ハローワーク、福祉人材バンクのほか、民間の求人媒体の利用。
３　事業の経営
　第一種社会福祉事業
　(1) 障害者支援施設　緑ヶ丘学園　　生活介護（６０人）　施設入所支援（５０人）
　(2) 特別養護老人ホ―ム　福寿荘（５０人）
　第二種社会福祉事業
　(1) 緑ヶ丘学園短期入所事業（５人）
　(2) 特定相談支援事業所みどり
　(3) 福寿荘短期入所生活介護事業（２０人）
  (4) 福寿荘通所介護事業（２５人）日常生活支援総合事業通所型事業（１０人）
公益事業
　(1) 緑ヶ丘学園日中一時支援事業（１０人）
　(2) 福寿荘居宅介護支援事業
４　理事会・評議員会の開催計画
　・理事会
    ５月　第１回理事会（令和３年度事業・決算報告、監事監査報告　等）
　１１月  第３回理事会（令和４年度資金収支補正予算　等）

　　３月　第４回理事会（令和５年度事業計画、令和５年度当初予算　等）
　・評議員会
６月　定時評議員会（令和３年度事業・決算報告、監事監査報告　等）
５　施設整備等
　　・緑ヶ丘学園　利用者の生活環境の改善を考慮しながら、大規模修繕工事を計画的
に実施する。
　　・福寿荘　　 移転改築に関する協議
７　施設整備資金借入金の償還
　・借入先 ： 独立行政法人福祉医療機構
　・借入理由 ： 緑ヶ丘学園移転移築に伴う諸経費等
　・借入年月日：平成17年4月1日
　・借入金額 ： 204,700,000円

  ・令和４年度償還額（17回目）： 元金  10,230,000円　 利息    537,075円　
　

